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※原則として表示単位未満四捨五入のため、合計欄と内訳が一致しない場合がある。



１．使用料等改定の経緯 

本区では、公共施設の効率的な管理運営を行うとともに、受益者負担の原則

に基づき、使用料等の定期的な検証を実施し、必要に応じて改定を行ってきた。 

平成 12 年度以降の使用料（指定管理者制度による利用料を含む。）の改定状

況は下表のとおりである。 

 

【過去の改定状況】 

改定年度 改定 改 定 内 容 

平成 12 年度 有 平均 20％引上げ 

   15 年度 見送り ― 

18 年度 見送り 
①文化センター及びスポーツ施設の駐車場の有料化 

②減免規定の見直し 

   21 年度 見送り ― 

24 年度 有 

文化センター系 20％引上げ 

スポーツ施設系 20％引上げ 

区民館系 10％引上げ 

28 年度 見送り ― 

＊24 年度より、維持管理コストの原価計算に人件費を算入 

 

２．使用料見直しの基本方針 

（１）受益者負担の原則 

施設使用料が貸出施設の維持管理等に要する費用（コスト）を下回る場合、

乖離分は公費（税金等）で賄うことから、貸出施設を利用しない区民にも費用

負担を課すこととなり、区民全体の負担となっている。 

貸出施設を利用する区民（以下「受益者」という。）と利用しない区民との

負担の公平を図るため、施設利用に対し応分の負担を求める受益者負担を原則

として使用料を算定する。 

 

（２）算定方法の透明化 

受益者や区民の方に分かりやすく説明するため、使用料の積算根拠を明確に

し、透明性を確保する。 

 

（３）コスト削減の取組み 

貸出施設の維持管理等に要する費用（コスト）を使用料算定の基礎（原価）

とすることから、効果的・効率的な施設運営によりコストを削減し、区民が利

用しやすい施設使用料が設定できるよう行政側の努力が不可欠である。 
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（４）見直しサイクルの明確化 

公費（税金等）と受益者の負担、つまり区民相互の負担のバランスを確保す

るため、社会・経済情勢の変化や貸出施設の利用状況など、使用料と貸出施設

に係るコストについて毎年度分析を行い、原則として 4年ごとに利用者負担額

見直しの検討を実施する。 

 

３．調査・検討項目 

（１）使用料等の分析について 

①原価計算 

   28 年度（前回改定年度（※改定見送り））から 30 年度の 3 か年分につい

て、施設別・カテゴリー別の決算実績に基づく収支状況（乖離率）を分析

する。24 年度の改定時より、分析上の維持管理経費に「人件費」を算入し

ている。また、固定資産台帳の整備により、建物の資産価値について把握

可能となったことから、今回の検討では、原価計算へ新たに建物の「減価

償却費」を算入する。 

②経済情勢 

   消費者物価指数などにより、区民生活を取り巻く経済環境を検証する。 

  

使用料等検討のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理コスト 内  容 

物件費等 光熱水費等の物件費や経常的な維持補修費等（貸出面積分） 

人件費 貸出業務に従事する職員人件費（委託の人件費相当を含む） 

減価償却費 

年数の経過による減少していく固定資産の価値を金額で示した

もの。建物の建設（取得）に要した金額を耐用年数で年度ごとに

配分した費用（貸出面積分） 

各施設の維持管理コスト決算額と最大徴

収使用料（施設がフル稼働した場合に得ら

れる使用料）を比較。 
乖離が１を下回っていれば、現行使用料で

維持管理コストが充足できている状況。１

を上回っていれば使用料等の収入だけで

は充足できない状況→引上げの検討を要

する。 
最大徴収

使用料

乖離

[維持管理コスト]

物件費等
人件費

減価償却費
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（２）減額・免除規定について 

   文化施設・スポーツ施設の駐車場における障害者への減額・免除規定は、

下表のとおり施設種別ごとに異なる取扱いを行っている。 

   東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催や、「障害者文 

化芸術活動推進法」の成立を踏まえ、これまで以上に障害者のスポーツ・ 

文化芸術分野への参画を推進するため、減免規定の統一を図る。 

 

【文化・スポーツ施設における駐車場の障害者減免規定有無】 

施設名 駐車場 障害者減免

江東区文化センター

森下文化センター

古石場文化センター

亀戸文化センター

東大島文化センター 無料 ―

砂町文化センター

豊洲文化センター

総合区民センター 有料 全額割引

江東公会堂 有料 半額免除

深川江戸資料館 無料 ―

芭蕉記念館 なし ―

中川船番所資料館 無料 ―

深川北スポーツセンター

深川スポーツセンター

有明スポーツセンター

スポーツ会館

亀戸スポーツセンター 無料 ―

東砂スポーツセンター 無料 ―

健康センター 無料 ―

夢の島総合運動場 有料 全額割引

潮見野球場 無料 ―

新砂運動場 無料 ―

文化センター等施設

スポーツ施設

半額免除

半額免除

全額割引

有料

有料

有料
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４．検討結果 

 

 ●原価計算の結果、全施設での収支の乖離率は 1.48 であり、減価償却費を 

算入した場合、2.15 となる。 

今回の見直しでは、減価償却費算入による激変緩和措置として、公費と受 

益者負担を 3：1 で計算。 

全対象施設の使用料について 20％の料金引上げを実施する。 

 ●文化・スポーツ施設の駐車場利用に係る障害者減免については、一律免除 

とする（令和 2年 4月より適用開始）。 

※夢の島総合運動場と隣接する「夢の島区民農園」も併せて免除とする。 

 

（１）使用料等の分析結果について 

 ①原価計算 

  使用料等の見直しは、以下の施設を対象としており、施設ごとの決算分析

を行った上で、３つのカテゴリーに分類して検証を行っている。 

 

【カテゴリー分類】 

カテゴリー 対象施設名称 

文化センター系 
（12 施設） 

江東区文化センター、江東公会堂、総合区民センター、森下文化センタ

ー、古石場文化センター、豊洲文化センター、亀戸文化センター、東大島

文化センター、砂町文化センター、芭蕉記念館、深川江戸資料館、中川船

番所資料館 

スポーツ施設系 
（12 施設） 

スポーツ会館、深川スポーツセンター、亀戸スポーツセンター、有明スポー

ツセンター、東砂スポーツセンター、深川北スポーツセンター、夢の島競技

場、屋外体育施設（新砂運動場、野球場、庭球場、プール）、豊洲西小学

校プール・トレーニングルーム 
区民館系 
（9 施設） 

区民館、男女共同参画推進センター、産業会館、青少年交流プラザ、福祉

会館、老人福祉センター、グランチャ東雲、教育センター、児童館 
＊上記以外の施設は、法令・条例や都・区統一基準等により使用料の算定方 

法の基準があるなど別途の基準により算定している。 

 （例）法令・条例等 ：区営住宅、高齢者住宅など 

    都・区統一基準：道路占用料、公園占用料など 
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＜カテゴリー別の分析結果＞ 

ⅰ）文化センター系                   （単位：千円） 

 28 年度 29 年度 30 年度 

A.維持管理コスト 800,639 860,084 944,545 

※減価償却費含む ― ― 1,302,090 

B.最大徴収使用料 705,222 695,696 711,882 

C.乖離率（A/B） 1.14 1.24 1.33 

※減価償却費含む ― ― 1.83 

 

ⅱ）スポーツ施設系                   （単位：千円） 

 28 年度 29 年度 30 年度 

A.維持管理コスト 1,056,934 1,116,465 1,390,710 

※減価償却費含む ― ― 2,117,854 

B.最大徴収使用料 937,779 928,954 1,008,347 

C.乖離率（A/B） 1.13 1.20 1.38 

※減価償却費含む ― ― 2.10 

 

ⅲ）区民館系（区民館）                 （単位：千円） 

 28 年度 29 年度 30 年度 

A.維持管理コスト 45,242 46,842 47,855 

※減価償却費含む ― ― 85,570 

B.最大徴収使用料 38,338 38,367 38,252 

C.乖離率（A/B） 1.18 1.22 1.25 

※減価償却費含む ― ― 2.23 

 

【全ての対象施設】                   （単位：千円） 

 28 年度 29 年度 30 年度 

A.維持管理コスト 2,073,383 2,220,771 2,777,161 

※減価償却費含む ― ― 4,031,801 

B.最大徴収使用料 1,761,883 1,755,829 1,878,602 

C.乖離率（A/B） 1.18 1.26 1.48 

※減価償却費含む ― ― 2.15 

 

★最大徴収使用料：貸出施設が貸出可能時間帯で全て稼働（満室）した場合に

見込まれる使用料 
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  消費税率の引上げ（元年 10 月～）による物価・労務費の上昇や、近年の猛

暑による光熱水費の上昇、施設の老朽化など、維持管理コストの増加要素が

ある中、30 年度決算の状況は、依然として維持管理コストが最大徴収使用料

を上回る結果となった。 

28 年度以降、各施設では歳出削減や独自の歳入確保策の検討に努めてきて

おり、今後も引続き取組みを続けていく必要があるものの、そうした歳出削減

等だけでは乖離の解消は限界に来ている。 

  

②消費者物価指数 

東京都区部における消費者物価指数の推移は下表のとおりである。 

 【総合指数の推移】 

 26 年平均 27 年平均 28 年平均 29 年平均 30 年平均 

平成 27 年を 

100 とした場合 
99.3 100.0 99.8 100.0 100.9 

 

31.1 31.2 31.3 31.4 元.5 元.6 元.7 元.8 元.9 

101.3 101.4 101.4 101.8 101.6 101.6 101.5 101.8 101.8 

 

27 年平均（前回改定時の分析年度）の消費者物価指数を 100.0 とすると、 

30 年平均は 100.9 であった。31 年（令和元年）は、4 月まで上昇し、その後

は横ばいで推移したものの、8月に再び上昇した。 

項目別では、食品が生鮮食品を中心に増加傾向にあり、また、教育娯楽や交 

通・通信等といった分野で物価が上昇傾向にある。一方で、光熱・水道は減少

傾向にある。 

 

 ③月例経済報告など 

内閣府が元年 10 月に発表した月例経済報告では、「景気は、輸出を中心に

弱さが長引いているものの、緩やかに回復している」としている。また、前月

の報告から、「消費税率引き上げ後の消費者マインドの動向に留意」や、「相

次ぐ自然災害の経済に与える影響に十分留意」といった景気動向への懸念を新

たに加えている。 

 また、内閣府が毎月発表する景気動向指数は、27 年を 100 とすると、元年 8

月に 99.0 となり、前月から 0.7 ポイントの悪化となった。 

景気動向は 27 年水準を横ばい～若干下回る状態となっており、依然として

楽観視できない状況にある。 
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（２）使用料等の改定 

（１）の①のとおり、施設の維持管理コストと最大徴収使用料の乖離が増加

傾向にあることや、増税等により今後もコストが増加していくことが見込まれ

る現状、また、施設の老朽化により、今後改修等の工事費が多額に生じる現状

から、施設による節減努力のみでは乖離の解消に限界があると判断し、今回の

検討においては下記のとおり使用料等の引上げを行うこととした。 

 

<改定の考え方> 

（１）①で示した 30 年度決算分析を基に、施設の最大徴収使用料と、維持 

管理コストとの乖離を、公費と受益者負担（使用料等）により解消させる。 

なお、決算分析はカテゴリーごとと、全施設の合計で行っているが、減価 

償却費算入により全てのカテゴリーで乖離が生じたこと、また、カテゴリ 

ーごとの乖離率に大きなバラつきが生じたことから、今回の検討では、カ 

テゴリー別ではなく、全施設の合計値を使用して一律の引上げを検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用料等の実績と最大徴収使用料の乖離（B）は引続き公費負担とする。 

①公費負担と受益者負担について 

施設使用料の積算にあたっては、上記のとおり、乖離額を解消するための公

費と受益者負担（使用料等）の割合を定める。 

従来、本区では概ね１/２程度ずつの負担としており、施設利用者に一定の 

負担を求める一方で、区としてはコスト削減等による効率的な施設運営によ 

り乖離の解消を行うこととしてきた。 

【負担の考え方について】 

 

 
公 費 負 担 コスト削減等の効率的な施設運営等

受 益 者 負 担 施設利用者に応分の負担（使用料の引上げ）

維持管理コスト

最大徴収

使用料

公費負担
Ａ

人件費

空き室や
減額・免除物件費等

減価償却費

乖離額

使用料実績

受益者負担

公費負担
Ｂ
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乖離解消に要

する引上率
公費 受益者負担

１：１の場合 65% 50%

３：１の場合 95% 20%

115%

②負担割合の検討 

 30 年度の決算分析においては下表のとおり、乖離の解消には 115％の引上げ

を要することとなった。 

 従来のとおり、公費と受益者負担の割合を１：１すると、受益者負担は 50％

となり、施設使用料 1.5 倍の引上げを要することとなる。 

 しかしながら、今回の大幅な乖離は、従来計上してこなかった「減価償却費」

の算入によるものであることが大きく、また、（１）②・③に記載のとおり、

物価や景気動向も不透明な点があることから、使用料の激変緩和措置として、

受益者負担１/２のうち、更に１/２を公費負担とすることとした（公費：受益

者負担＝３：１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従来の負担割合 

今回の負担割合 

一律 20％の引上げを実施 

最大徴収

使用料

人件費
受益者負担 1/2

乖離額
公費負担

Ａ

物件費等
減価償却費

1/2

公費負担
Ｂ

空き室や
減額・免除

使用料実績

最大徴収

使用料

受益者負担

公費負担
Ａ

物件費等
減価償却費

公費負担
Ｂ

空き室や
減額・免除

使用料実績

公費負担C

1/4

3/4
乖離額

人件費
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（３）特例措置について 

  今回の使用料等改定により、各施設 20％の使用料引上げとなるが、小中学

生及び区内在住の 65 歳以上の高齢者に対しては、現行の個人利用料の引上げ

は行わず、据置くこととする。 

  なお、貸出施設の利用実態等を踏まえ、一部の貸室では現行料金を据置く

こととする。 

 

（４）使用料等の改定時期について 

  使用料等の改定時期は、区民への十分な周知期間や準備期間等を確保する

必要があるため、令和 2年 10 月 1 日使用承認分より新料金を適用する。 

 

（５）検討状況の公表について 

  今年度の検討結果については、この報告書により、議会への報告を行うと

ともに、区民に対しても公表することとする。 

 

５．今後の課題 

  今回の検討結果では、使用料等の改定を実施することとしたが、今後も人

件費や物価等の上昇など、維持管理コストの増加が見込まれているため、使

用料等の引上げ分のみでは乖離の解消は困難であり、区としても一層の節減

努力や新たな歳入の確保等を行っていく必要がある。 

  こうした状況も踏まえ、次回の見直しまでに以下の点について検討する。 

   
（１）受益者負担割合の検討 

  本区では、収支の乖離のうち 50％を公費負担しており、今回の見直しでは

激変緩和として 75％を公費負担とした。しかしながら、受益者負担の原則か

らは、本来は受益者が全額負担すべきという考え方もある。 
受益者負担割合のあり方については、次回改定時においても引続き検討を要

する。 
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江東区使用料検討委員会の設置及び運営に関する要領 

昭和５５年５月１２日 

庁議決定 

（設置） 

第１条 江東区における使用料（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２

４４条の２第８項に規定する利用料金を含む。以下同じ。）の適正化を図る

ため、江東区使用料検討委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するために必要な調査研究を行い、適正

な使用料案を作成し区長に提出する。 

（委員会の構成） 

第３条 委員会は、次に掲げる職にある者をもって構成する。 

政策経営部長 

総務部長 

地域振興部長 

区民部長 

福祉部長 

福祉推進担当部長 

健康部長 

こども未来部長 

環境清掃部長 

都市整備部長 

土木部長 

教育委員会事務局次長 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員長は、政策経営部長とし、会務を総括する。 

２ 副委員長は、あらかじめ委員長が指名した委員とし、委員長を補佐し、委

員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（招集） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 
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（幹事会） 

第６条 委員会は、円滑な運営を図るため、幹事会を置く。 

２ 幹事会は、委員会から付託された事項について調査研究し、計画案を委員

会に提出する。 

３ 幹事会は、次に掲げる職にある者をもって構成する。 

企画課長 

財政課長 

総務課長 

経理課長 

男女共同参画推進センター所長 

経済課長 

文化観光課長 

スポーツ振興課長 

青少年課長 

区民課長 

豊洲特別出張所長 

福祉課長 

長寿応援課長 

障害者施策課長 

健康推進課長 

こども家庭支援課長 

温暖化対策課長 

住宅課長 

管理課長 

道路課長 

河川公園課長 

施設保全課長 

交通対策課長 

学務課長 

教育センター所長 
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４ 幹事会に、幹事長を置く。 

５ 幹事長は、政策経営部財政課長をもって充てる。 

６ 幹事長は、幹事会を招集し、会務を総理する。 

（関係者の出席） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、事案に関係のある者を委員会

に出席させ、説明を求め、又は意見を聴くことができる。 

（庶務） 

第８条 委員会の庶務は、政策経営部財政課において行う。 

（委任） 

第９条 この要領に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員長が

別に定める。 

附 則 

この規程は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２７年６月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成２７年９月２４日から施行する。 
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江東区使用料検討委員会・幹事会開催状況

【委　員　会】

日程 検討内容

・使用料改定の検討について

・令和元年度における検討について

・今後の検討スケジュールについて

・幹事会の検討結果について

・報告書（案）について

【幹　事　会】

日程 検討内容

・使用料改定の検討について

・令和元年度における検討について

・今後の検討スケジュールについて

・平成30年度決算の分析結果について

・使用料等改定に係る区民意見の募集について

・近隣区（5ブロック）類似施設の実態調査について

・施設駐車場の減免規程について

・今後の検討スケジュールについて

・区民意見募集の結果について

・平成30年度決算分析の確定について

・近隣区（5ブロック）類似施設の調査結果について

・公共施設を取り巻く環境（経済情勢等）について

・使用料見直しの検討結果及び素案について

・検討作業部会の検討結果について

・報告書（案）について

1 令 和 元 年 5 月 23 日

1 令 和 元 年 5 月 23 日

2 令 和 元 年 10 月 30 日

2 令 和 元 年 7 月 24 日

令 和 元 年 9 月 19 日3

令 和 元 年 10 月 24 日4
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